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介護職員等処遇改善加算（ⅠまたはⅡ）の算定要件のひとつ「見える化要件」につい

て、加算の状況および職員環境等の改善に係る取り組み内容をホームページへの掲載等に

より公表することが求められていることから、以下の通り公表いたします。 

 

 

【加算の取得状況】 

 

事業所名 介護職員等処遇改善加算 

ヴェルデセントレ北条 加算 Ⅰ 

さくら北条 加算 Ⅱ 

デイケア北条 加算 Ⅰ 

 

 

 

【職場環境等要件を満たすために実施した取り組み項目及びその具体的な取り組み内容】 

 

 職場環境等要件について、賃金以外の処遇改善に関する取り組み内容は次のとおりで

す。 

 

職場環境要件 項 目 事業所としての取り組み 

入職促進に向けた取り

組み 

〇事業者の共同による採用・人事

ローテーション・研修のための制

度構築 

 

 

〇他産業からの転職者、主婦層、

中高年齢者等、経験者・有資格者

等にこだわらない幅広い採用の仕

組みの構築（採用の実績可） 

〇職業体験の受入れや地域行事へ

〇法人内での出向や人事交流

などを実施しています。ま

た、適宜、職員研修を実施し

ています。 

 

〇経験者、有資格者等にこだ

わらず幅広い採用をしていま

す。 

 

〇近隣の小中学校の職場体験



の参加や主催等による職業魅力度

向上の取組実施 

受け入れを実施しています。

院庭を開放し花々の見学をし

ていただき地域住民との交流

を図っています。 

 

資質の向上やキャリア

アップに向けた支援 

〇働きながら介護福祉士取得を目

指す者に対する実務者研修受講支

援や、より専門性の高い介護技術

を取得しようとする者に対する研

修、中堅職員に対するマネジメン

ト研修の受講支援等 

 

〇上位者、担当者によるキャリア

面談など、キャリアアップ・働き

方等に関する定期的な相談の機会

の確保 

 

〇職員の資格取得、研修受講

を積極的に推奨し、費用の補

助を行っています。資格取得

に対し各種資格手当に支給を

行っています。 

 

 

〇年 1 回以上、上位者との面

談を実施し相談等の場を確保

しています。 

両立支援・多様働き方

の推進 

〇子育てや家族等の仕事の両立を

目指す者のための休業制度等充

実、事業所内託児施設の整備 

 

〇有給休暇を取得しやすい雰囲

気、意識作りのため、具体的な取

得目標を定めた上で、取得状況を

定期的に確認し、身近な上司等か

らの積極的な声掛けを行っている 

 

〇育児・介護休暇制度を整備

し、院内託児所を開設してお

ります。 

 

〇職員の希望を取り入れ、勤

務予定表の作成を行っていま

す。 

腰痛を含む心身の健康

管理 

〇業務や福利厚生制度、メンタル

ケルス等の職員相談窓口の設置等

相談体制の充実 

 

〇短時間勤務労働者も受診可能な

健康診断・ストレスチェックや従

業員のための休憩室の設置等健康

管理対策の実施 

 

〇介護職員の身体の負担軽減のた

めの介護技術の習得支援、職員に 

〇業務やメンタルヘルス等の

対応のため、職員の相談窓口

を設置しております。 

 

〇全職員を対象に定期的な健

康診断やストレスチェック・

個人面談をしています。 

 

 

〇身体の負担軽減のための介

護技術の習得支援、職員に対



対する腰痛対策研修、管理者に対

する雇用管理改善の研修等の実施 

する腰痛対策研修等を行って

います。特浴、電動ベッドを

使用し、介護職員の腰痛対策

を行っています。 

 

生産性効能のための取

組 

〇「生産性向上ガイドライン」に

基づく業務改善活動の体制構築を

行っている 

〇現場の課題の見える化 

 

 

 

〇介護ソフト、情報端末の導入 

 

 

 

〇各種委員会の共同設置、各種指

針・計画の共同制定等、協働化を

通じた職場環境の改善に向けた取

組の実施 

 

〇「生産性向上ガイドライ

ン」に基づき業務改善委員会

の体制を構築しています。月

に 1 回の委員会にて現場の課

題の見える化を実施していま

す。 

 

〇介護ソフト、タブレット等

を使用し業務の効率化を図っ

ています。 

 

〇法人内で各委員会の共同設

置、指針や計画の共同策定等

情報共有をしています。 

やりがい・働きがいの

醸成 

〇ミーティング等による職場内コ

ミュニケーションの円滑化による

個々の介護職員の気づきを踏まえ

た勤務環境やケア内容の改善 

 

〇利用者本位のケア方針など介護

保険や法人の理念等を定期的に学

ぶ機会の提供 

 

〇毎朝、定例ミーティング等

を行い情報共有の徹底をして

います。 

 

 

〇利用者本位のケア方針や法

人の理念等を定期的に学ぶ機

会の提供をしています。 

 

 


